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自治体・協議会名 蒲郡市地域公共交通会議

二次評価結果

　評価できる取組

・例年実施している「夏休み小学生50円バス」に加え「公共交通をつかったオリジナルツアーの募集」を実施する
など、東三河8市町村及び交通事業者と連携し、地域公共交通の利用促進に資する取組を継続的に行っている
ことを評価します。
また、東三河地域MaaSの実証実験など、東三河8市町村及び交通事業者と連携して公共交通の利便性向上に
向けた取組を実施していることを評価します。
・新たに待合所を設置し、利用者の待合環境改善に取り組まれたことを評価します。
・利用者の利便性向上のため、西浦地区の支線バスが新たに運行開始されたことを確認しました。
・塩津地区での支線バス運行について、既存公共交通との調整を図りながら運行ルート・ダイヤ等を検討されて
いることを確認しました。

　期待する取組

・地域内フィーダー系統の評価に当たっては、収支の評価指標について、交通ネットワーク全体での収支を把握
し、また燃料費や人件費の上昇等社会情勢の変化も考慮した視点で、目標値の見直しの検討も含め関係者間で
議論されることを期待します。
・市内の鉄道や路線バス、フィーダー系統について、乗り継ぎ利用を意識した周知を積極的に行うなど利用促進
に繋がる取組が関係者の連携の下進められることを期待します。
・地域内フィーダー系統について、PDCAサイクルを機能させ、利便性向上に繋がるような取組が行われることを
期待します。


